








音楽のほか，ポピュラー， ジャズ， ロック， ノイズミュージック， ヒップホップ，民族音楽など
あらゆる領域にわたる。従来の作曲技法を超越し，新しさをもたらしたとされる彼特有の方法論は













































音)． 2， 3． 5各音からなる4音音階とみなすことも可能である。
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たものになっている。また, Eses, Fes, Ges, Asは隣接する音がすべて長2度の全音音階の四つ
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3） 1オクターブ内に留まる使用音域， 4）保続低音上での提示， 5） 「提示」の後に伴われる「確
保｣。これらが作品全体の統一性をもたらす要因になっている。




声部（音高上は上声部）に同上行形(Es,Fes,F,Ges),下声部に同下行形(F. Fes, Es, D)
が反行形として現れる。第31. 32小節にも下声部に同下行形(B, A, As, G)が用いられてい
るが． これは七の和音の半音階的並行移動として後述する。第16, 17小節では，主題Aで用いられ
た5音音階が両声部による反行型のシンメトリー構成となって立ち現れる。第20小節からは下声部

































































































第13小節1拍目の2分音符による和音は全て完全4度の堆積による和音構造(D, G, C, F. B)
となっており． 3， 4拍目の分散音型も同じ和音構成音からなっている【譜例20】。
完全4度と完全4度による堆積和音 四つの完全4度による堆積和音【譜例20】
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総体としての響きは．第44． 46． 48小節がGを根音とする減5短七の和音第45, 47小節は第49小
節以降で用いられるH(Cesの異名同音),Cis (Desの異名同音), F， Aによる全音音階に基づ
く和音構成となっている【譜例27】。
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音）を示すならば,準Ⅵ度， Ⅱ度七（第一転回位置)，準Ⅵ度， Ⅱ度七（第一転回位置)、 Ⅱ度七（第
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